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あまりに 前置きが 長くなりまして は 御 退屈で ござ いま 

ほ „< も ん 

しょうから、 ここらで 本文に 取り かかります」 

妖鬼を 祭る 

き おう はよう ち けんとく 

祁 州の 汪 氏の 息子が 番 陽から 池 州へ 行って、 建徳県 

に 宿ろうと した。 その 途中、 親しい 友 をたず ねて 酒の 

馳走に なって いるう ちに、 行李 はすで に 先発した ので、 

汪は ひとりで 馬に 乗って 出る と、 路を 迷った ものと み 

えて、 行け ども 行け ども 先発の 従者に 逢わない ので、 

草深い 森の奥へ 踏み込んで しまった。 



た。 

海中の 紅旗 

じょうしょう ちょうてい しゅがい 

丞 相 (大臣) の趙 鼎が 遠く 流されて 朱 崖に あると 

けいりん そつ 

き、 桂林の 帥が 使い をつ かわして 酒 や 来 を 贈らせた。 

雷 州から 船路 を ゆく こと 三日、 風力が すこぶる 強いの 

おお "よ み 

で、 帆 を 十分に 張って 走らせる と、 洪濤の あいだに 紅 

い 旗の ような ものが 続いて みえた。 

距離が 遠い のでよ く 判らない が、 あるいは 海賊 か、 

あるいは 異国の 兵 かと、 舟び と を 呼んで たずねる と、 



なにが 何だか ちっとも 判らない ので、 使い は 舟び と 

しさ い 

に その子 細 をた だすと、 かれら は 初めて 説明した。 

ゆうぎょ 

「けさから 見た の は 鰌 魚の 大きい ので、 紅い 旗の よう 

うろこ せびれ 

に 見えた の は、 その 鱗ゃ脊 鰭で ございます。 あの 魚 

とこの 舟と は 十五 里 も距れ ている のです が、 もし あの 

魚が からだ を 一 度 ゆすぶったら、 こんな 舟 は 木の葉の 

ように くつがえされて しまいます。 あの 魚 は 北への ぼ 

り、 この 舟 は 南へ くだり、 たがいに 行き違いに なりな 

がら、 この 強い 風に 幾 時間 を 費した のです から、 おそ 

らく かの 魚の 長さ は 幾 百 里と いうので ございましよう _ 

考えても ろし いこと でございます」 



いか。 おまえ 達に も 褒美 を やる よ」 

だまされ ると は 知らないで、 かれら は緦 付きの 巡検 

らを ひき 渡した。 その 家の 主人と 枠と 孫との 三人 も、 

その 事情 を 訴える ために 付いて行った。 さて 行き着く 

と 相手の 態度 は 俄かに 変って、 知事の 秦 # は 巡検ら の 

網 を 解いて、 あべこべ にかの 親子ら 三人 を 引つ くくつ 

た。 

「役人 を 縛って、 強盗 呼ばわり をす ると は 不届きな 奴 

らだ」 

かれら はから だ 全体 を 麻緦で 厳重に くくり 上げられ 

て、 いずれも 一 百ず つ 打 たれた。 繩を 解く と、 三人 は 



少し 飲んでも 福 は ある。 富貴 か、 長寿 か、 おまえの 望 

むと ころ を 言つ てみ ろ」 

こ あきんど 

娘 は 小 商人の 子に 生まれ、 しかも まだ 小娘で あるの 

で、 富貴な どと いう こと はよ く 知らなかった。 そこで、 

彼女 は 長寿 を 望む と 答える と、 乞食 はうな ずいて 立ち 

去った。 親た ち も それ を 聞いて 今更の ように 驚いた が、 

乞食 はもう 再び 姿 をみ せなか つ た。 

娘 は 生長して 管 営 指揮 使の 妻と なり、 のちに 呉の 

燕 王の 孫娘の 乳母と なって、 百 二十歳の 寿 を 保った。 
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そう リ ゆうほん とうこう いとな 

宗立本 は 登 州 黄 県の 人で、 父祖の 代から 行商 を 営 

ん でいた が、 年の 長け るまで 子がなかった。 宋の紹 興 

きぬ い 

二十 八 年の 夏、 帛の たぐい を 売りながら、 妻と 共に 濰 

しょうらく 

州 を 廻って、 これから 昌楽 へ 行こうと する 途中、 日が 

き 

暮れて 路ば たの 古い 廟に 宿った。 数人の 従者 は柝を 

撃って、 夜もすがら その 荷物 を 守って いた。 

夜が あけて 出発す ると、 六、 七 歳の 男の児が 来て そ 

の 前に ひざまずいた。 見る から 利口そう な 小児で ある _ 

宗は 立ち どまって、 お前 は どこの 子 かとたず ねる と、 

彼 ははき はきと 答えた。 



それから のち 二 年の 春、 宗は 小児 を 連れて 済 南の 

しょうきゅう こふく 

章 丘 へ ゆく と、 路で胡 服 をき た 一 人の 僧に 逢った。 

ようぼう か い い 

僧 は 容貌 魁偉 ともいうべき 人で、 宗に むかって 突然に 
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「おまえ はこの 子 を どこから 拾って 来た」 

「これ はわた しの 実の 子です」 と、 宗は 答えた。 「飛ん 

でもな いこと をお 言いな さるな」 

「いや、 おまえの 子で はない 害 だ」 と、 僧 は 笑いな が 

ら 言った。 「これ は 私の 住んで いる 五台山の 龍 だ。 五 

百の 小 龍のう ちで 其の 一 つが 行く え 不明に なった ので、 

三年 前から 探して いたの だ。 お前の 手 もとに 長く とど 



めて 置く と、 きっと 大 いなる 禍ぃを 受ける ことになる。 

わたしが 法 を 施した から、 かれ ももう どうす る こと も 

ttH 来 ま レ 」 

ちと 

僧 は 水 を 索め て 噴き かける と、 神授 はたち まち 小さ 

い 朱い 蛇に 変った。 僧 は 瓶 をと つて 神授の 名 を 呼ぶ と、 

蛇 は 躍って その 瓶のう ちに はいった。 呆れて いる 宗の 

夫婦 を あとに 見て、 僧 は 笠 を 深く して 立ち去った。 

蛇 薬 

き かいきんごう てい ひん 

徽州 懐金郷 の程彬 という 農民 は、 一種の 毒薬 を 作つ 



を 売り はじめた が、 偽物で は 効き目がない ので、 自然 

に 買う 者 も なくなった。 彼 は 貧窮のう ちに 晚年を 送つ 

て、 ひとり 息子 は 乞食に なった。 

彼が ほん 物の 万歳 丹 を 作って いる 時の ことで ある。 

そぜい 

村 役人が 租税 を 催促に 行って、 なに か 彼の 感情 を 害す 

ような - J と を 言 つたので、 程 は あざむ いて か の 薬 を 飲 

ませる と、 役人 は 帰る 途中から 俄かに 頭が 痛んで 血 を 

嘔 いた。 さて はと 気がついて 引つ 返して、 程の 門前に 

仆れて 救い を 呼ぶ と、 彼 は 水 を 汲んで 来て 飲ませて く 

れた。 それで 苦痛 も 薄らいで、 役人 は 無事に 助かった 

という ことで あるから、 彼 は 毒 を 作る と共に、 その 毒 



を 消す 法 を も 知っていたら しいが、 その 法 は 伝わって 
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重要 書類 紛失 

ほ でん リん ちゅうこう 

宋の紹 興の 初年、 甫 田の 林迪功 という 人 は 江 西の 

じょ ラ 

尉 を 勤めて いたが、 盗賊 を 捉えた 功に よ つ て、 満期の 

後 は 更に 都の 官吏に のぼせられる ことにな つていた。 

そのころ 臨 安 府には 火災が 多かった ので、 官舎に 

きぐう ちょくゆ 

寄寓して いる 人び と は、 外出す る ごとに 勅諭 その他の 

重要 書類 を 携帯して ゆく の を 例と していた。 林 も 御用 



しょうこう ほうた く 

宋の 紹興 二十 四 年 六月、 江州彭 沢の 丞を 勤める 

ちんじょう ここう 

沈 持 要と いう 人が、 官命で 臨 江へ ゆく 途中、 湖 口 県 を 

去る 六十 里の 化成 寺と いう 寺に 泊ま つ た。 

その 夜、 住職 をたず ねる と、 僧 は 彼に むかって 客室 

の怪を 語った。 

「昨年の- J と で) J ざ います。 ひとり のお 客人が 客室に 

りよ しん 

お泊まりに なりました。 その 部屋のう ちに は旅櫬 がご 

ざリ ました。 申す まで もな く、 旅で 死んだ お 人の 棺を 

お預かり 申して いたので ござります。 すると、 夜な か 

にお 客人 は その 棺 のうちから 光り を 発した の を 見て、 



を 求めた。 灯に 照らして 見る と、 彼 は 青 面の 大きい 

力く えん 

※猿 〔# 「けものへん + 矍」、 206-13〕 に 変じて いた。 打ち 

殺して それ を 火に 燔 くと、 その 臭気が 数 里に きこえた 

その後、 ここに 陸 しい ことはなかった。 
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